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～	度会町消防団初任者教養訓練	～

◦国民健康保険税の改正
◦度会小学校スクールバス乗降場完成
◦木造住宅の耐震化

主な 内 容

わがまちを守る人々に感謝



平成20年度

国国国
民民民
健健健
康
保保保
険険険険
税
の改改改改正

改
正
点
①

保
険
税
の
算
定
方
法

平
成
20
年
４
月
か
ら
長
寿
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
従

来
の『
医
療
分
』と『
介
護
分
』に
、

『
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
』
を
加

え
た
も
の
と
な
り
、
税
率
・
賦
課

限
度
額
が
表
１
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

改
正
点
②

保
険
税
の
納
期

平
成
19
年
度
ま
で
は
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
は
、
５
月
に
仮
算

定
（
前
年
の
保
険
税
額
を
基
に
算

定
）
を
し
、
８
月
に
本
算
定
（
前

年
の
所
得
が
確
定
し
た
後
に
保
険

税
額
を
算
定
）
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
本
算

定
を
７
月
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
加
入
者
全
員
が
65
歳
以

上
74
歳
以
下
の
世
帯
の
国
民
健
康

保
険
税
は
、
納
税
義
務
者
の
年
金

か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

（表１）保険税の算定方法の改正
平成１９年度税率（改正前）	 賦課限度額

医　

療　

分

区分 税率

介　

護　

分

区分 税率 医療分 560,000円

所得割 5.25% 所得割 1.10% 介護分 90,000円

資産割 35.00% 資産割 9.00%

均等割 22,500円 均等割 8,100円

平等割 20,000円 平等割 4,800円

平成２０年度税率（改正後）	 賦課限度額

医
　
療
　
分

区分 税率

介　

護　

分

区分 税率 後
期
高
齢
者
支
援
金
分
（
新
設
）

区分 税率 医療分 470,000円

所得割 3.90% 所得割 1.10% 所得割 1.00% 後期高齢者
支援金分 120,000円

資産割 28.00% 資産割 9.00% 資産割 7.00% 介護分 90,000円

均等割 21,000円 均等割 8,100円 均等割 5,400円

平等割 17,400円 平等割 4,800円 平等割 4,500円

※介護分の税率については変更ありません。

平
成
20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
な
ど
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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国 改
正
点
③　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）
の
創
設

に
伴
う
国
民
健
康
保
険
税

の
減
措
置

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳
以

上
の
人
は
国
民
健
康
保
険
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
、

新
制
度
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
人
が
負
担
す
る
保

険
税
が
急
に
増
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

◦
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
に
つ

い
て
の
配
慮

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
て
い
る

世
帯
に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
減
少
し

て
も
、
５
年
間
は
移
行
し
た
人
の

所
得
お
よ
び
人
数
も
含
め
て
軽
減

判
定
を
行
い
、
以
前
と
同
様
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

税
源
移
譲
に
よ
り
、
大
半
の
人

は
平
成
19
年
度
の
町
県
民
税
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
分
、
平
成

19
年
分
の
所
得
税
で
減
っ
て
お

り
、
原
則
、
負
担
の
増
加
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
18
年
分

の
所
得
に
比
べ
て
平
成
19
年
分
の

所
得
が
激
減
し
、
所
得
税
が
か
か

ら
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は
、
平
成

19
年
度
の
町
県
民
税
が
増
え
た
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
平
成

20
年
度
の
み
の
経
過
措
置
と
し
て
、

申
告
を
す
れ
ば
、
平
成
19
年
度
分

の
町
県
民
税
（
所
得
割
）
額
を
こ

れ
ま
で
の
方
法
で
計
算
し
た
額
に

減
額
す
る
経
過
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平

成
20
年
７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

に
、
平
成
19
年
度
に
課
税
さ
れ
て

い
た
市
区
町
村
（
平
成
19
年
１
月

１
日
に
居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
）

年
度
間
の
所
得
変
動
に
よ
る

　

経
過
措
置
に
は

申
告
が
必
要
で
す

（表２）保険税の納期の改正
平成１９年度納期（改正前）

普通徴収 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
－ 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第 10 期 －

仮算定 本算定

平成２０年度納期　（改正後）

普通徴収 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
－ 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第 10 期 －

仮算定 本算定

特別徴収 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
第１期 － 第２期 － 第３期 － 第４期 － 第５期 － 第６期 －

仮算定 本算定

◦
世
帯
割
で
賦
課
さ
れ
る
保
険
税

の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
単
身
世
帯
と
な
る
場
合

は
、
５
年
間
は
世
帯
割
（
医
療
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
）
で
賦
課
さ

れ
る
保
険
税
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

◦
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
の
保
険

税
の
軽
減

社
会
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
移

行
す
る
人
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

場
合
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
65
歳
以
上
の
人
に

つ
い
て
は
、
２
年
間
、
次
の
軽
減

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
所
得
割
と
資
産
割
が
免
除
に
な

り
ま
す
。

②
均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

③
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
単
身

世
帯
と
な
る
場
合
は
、
平
等
割

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
４
）

民
健
康
保
険
税
の
改
正

へ
「
減
額
申
告
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

な
お
、
度
会
町
に
平
成
19
年
度

と
平
成
20
年
度
の
課
税
が
あ
り
、

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

６
月
下
旬
に
「
減
額
申
告
書
」
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
下

さ
い
。

町県民税のお知らせ
▷問合先　役場税務住民課

（☎６２－２４１４）
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バ
ス
通
学
を
す
る
児
童
の
安
全

な
乗
降
場
所
を
確
保
す
る
た
め

に
、
度
会
小
学
校
校
地
整
備
事
業

と
し
て
昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま

し
た
『
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場
』

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
去
る
６
月

₂₃
日
か
ら
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
開

始
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
今
ま
で
よ
り
広
く

な
っ
た
乗
降
場
所
で
、
安
全
で
元

気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

関
係
地
権
者
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
―
２
４
２
２
）

度会小学校

スクールバス乗降場完成

度会小学校
スクールバス乗降場

通
学
路
を
新
設

町
道
棚
橋
57
号
線
道
路
新
設
工
事
を
開
始

児
童
の
通
学
時
に
お
け
る
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
に
よ
り
新
た
な
通
学

路
と
し
て
町
道
棚
橋
57
号
線
道
路

新
設
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
建
設
課

　
（
☎
６
２
︱
２
４
２
０
）

施工計画延長　Ｌ＝ 181.14m
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所
得
が
少
な
い
な
ど
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
保
険
料
の
納

付
が
『
全
額
免
除
』『
一
部
免
除

（
一
部
納
付
）』
ま
た
は
『
猶
予
』

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
人
で
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
申

請
に
は
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は

在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

保
険
料
免
除
・
猶
予
の
申
請
期
間

平
成
20
年
度
の
免
除
申
請
期
間

は
、
平
成
20
年
７
月
か
ら
平
成
21

年
６
月
ま
で
で
す
。（
学
生
納
付

特
例
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成

21
年
３
月
ま
で
）

申
請
を
さ
れ
る
人
は
役
場
税
務

住
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
免
除
・
猶
予
の
申
請
に
は
、
前

年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
所
得
税
な
ど
の
申

告
を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る

こ
と
で
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ

る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

万
が
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金

や
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

る
制
度
で
す
。
老
後
や
万
が
一
の

事
故
の
場
合
に
給
付
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

平
成
20
年
第
１
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
５
月
26
日
に
招

集
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
、
補

正
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

一　

般　

会　

計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

３
，
８
０
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
０
８
２
，
４
１
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

主　

な　

内　

容

民

生

関

係

○
長
原
・
中
之
郷
保
育
所
空
調
設

備
増
設
に
係
る
工
事

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

◦
平
成
19
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

◦
平
成
19
年
度
度
会
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

◦
平
成
19
年
度
度
会
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◦
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◦
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
20
年 

第
１
回

度
会
町
議
会
臨
時
会
を
開
催

町
で
は
、
さ
き
の
中
国
四
川
省
で

発
生
し
た
大
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
さ
ん
に
対
し
て
行
っ
て
い
た

「
中
国
大
地
震
義
援
金
」
の
受
け
付

け
を
、
６
月
10
日
を
も
っ
て
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
よ
り
お
預
か
り
し
た
義
援

金
は
、
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
者
救
援
の
た
め
に
寄
付
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金　

６
０
，
０
８
９
円

中国大地震義援金
ご協力ありがとうございました

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た

は
、
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
と

な
り
ま
す
。

な
お
、一
部
免
除
（
一
部
納
付
）

に
つ
い
て
は
一
部
納
付
額
が
未
納

の
場
合
、
一
部
免
除
も
無
効
（
未

納
と
同
じ
）
に
な
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

免
除（
全
額
・
４
分
の
３
免
除
・

半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
）

国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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大
地
震
が
起
こ
る
と
耐
震
性
の
低
い
住
宅
は
倒
壊

し
、
一
瞬
の
う
ち
に
大
切
な
住
ま
い
や
家
族
を
な
く

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
地
震
に
備
え
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）

わ
が
家
が
地
震
に
対
し
て
安
全

な
の
か
、
ど
の
程
度
危
険
な
の
か

を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
木
造

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
（
耐
震
診

断
費
用
４
５
，
０
０
０
円
は
、
国
・

県
・
町
が
負
担
し
ま
す
）
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

▽
募
集
戸
数　

10
戸

（
申
し
込
み
は
１
人
１
戸
）

※
先
着
順

▽
対
象
と
な
る
住
宅

度
会
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
次

の
①
～
④
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
（
工
事
着
手
し
た
）
木
造

住
宅

②
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
延
べ
面
積
の
半
分
以
上

が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と

③
階
数
が
３
階
以
下

④
在
来
軸
組
構
法
、伝
統
的
構
法
、

枠
組
壁
工
法
の
住
宅
で
、
丸
太

組
工
法
の
住
宅
で
な
い
も
の

※
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

は
、
専
門
家
の
目
視
に
よ
る
耐
震

診
断
で
す
。

補
助
を
受
け
る
に
は
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
ま
た
所
得
制
限

な
ど
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
総
務
課
ま
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
募
集
戸
数　

２
戸

（
申
し
込
み
は
１
人
１
戸
）

▽
対
象
と
な
る
耐
震
補
強
工
事

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
た
（
工
事
着
手
し
た
）
住
宅
で
、

耐
震
診
断
の
結
果
が
、「
倒
壊
・

大
破
壊
の
危
険
性
が
高
い
（
総
合

評
点
０
．
７
未
満
）」
と
な
っ
た

住
宅
を
、
筋
交
い
や
合
板
に
よ
る

壁
の
補
強
な
ど
を
施
し
、「
一
応

安
全
と
い
え
る
住
宅
（
総
合
評
点

１
．
０
以
上
）」
に
す
る
工
事
。

▽
そ
の
他　

所
得
税
額
の
特
別
控

除
と
固
定
資
産
税
額
の
減
額
措

置
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助
の
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
お
宅
へ
、
県
や
町
が
、
耐
震
関
連
業
者
を
派
遣
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便
乗
商
法
、
点
検
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ま
ず
は

無
料
耐
震
診
断
を

地
震
に
強
い
住
宅
に
住
も
う
！

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

耐震補強には
補助制度があります

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

地
震
に
強
い
住
宅
に
住
も
う
！

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
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▽
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員

・
事
務
職　

１
名

・
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）　

１
名

・
保
健
師　

１
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に

該
当
し
な
い
人

③
次
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
①
②

の
他
に
要
件
が
必
要
で
す
。

・
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）

（
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

（
２
）
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、

か
つ
、
職
務
遂
行
能
力
に
つ
い

て
介
護
者
を
必
要
と
し
な
い
人

（
３
）
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題

に
対
応
で
き
る
人

・
保
健
師

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

21
年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
人

▽
受
験
申
込
期
間
・
場
所
な
ど

・
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

～
25
日
（
金
）（
た
だ
し
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

・
提
出
先　

役
場
総
務
課
（
郵
送

可
・
７
月
25
日
必
着
）

・
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼

付
）

②
自
筆
履
歴
書
（
試
験
日
前
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼

付
）

③
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明

書
④
最
終
学
校
成
績
証
明
書

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
顔

写
真
、
氏
名
、
手
帳
番
号
、
交

付
年
月
日
、
障
害
名
、
級
別
が

確
認
で
き
る
も
の
）

※
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書
貼
付
写

真
の
裏
に
氏
名
お
よ
び
町
名
を
記

入※
高
等
学
校
在
学
中
の
人
は
、
提

出
書
類
の
う
ち
②
③
④
に
つ
い
て

は
、
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用

紙
︹
そ
の
１
（
履
歴
書
）
そ
の
２

（
調
査
書
）︺
を
使
用

※
提
出
書
類
⑤
に
つ
い
て
は
、
職

種
が
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）
の

人
の
み
必
要

▽
試
験
科
目　

教
養
試
験
お
よ
び

面
接
試
験
な
ど（
教
養
試
験
は
、

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知

識
お
よ
び
知
能
に
つ
い
て
の
択

一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
）

▽
試
験
日
時
・
場
所

◇
第
１
次
試
験
（
三
重
県
町
村
会

が
実
施
す
る
県
内
統
一
の
教
養

試
験
お
よ
び
適
性
試
験
）

・
日
時　

９
月
21
日
（
日
）

教
養
試
験　

午
前
10
時
～
正
午

適
性
試
験　

午
後
１
時
～
１
時

30
分

・
受
付　

午
前
９
時
10
分
～
９
時

40
分

・
場
所　

県
立
松
阪
工
業
高
等
学

校
◇
第
２
次
試
験（
面
接
試
験
な
ど
）

・
日
時
お
よ
び
場
所　

第
１
次
試

験
合
格
者
に
通
知

▽
給
与　

度
会
町
職
員
給
与
条
例

に
よ
り
支
給

▽
採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月

１
日

▽
そ
の
他

・
受
験
申
込
書
、
受
験
案
内
書
、

試
験
会
場
案
内
図
、
履
歴
書
用

紙
は
役
場
総
務
課
で
交
付
し
ま

す
。

・
前
職
が
あ
る
場
合
は
、
職
種
・

職
務
内
容
を
履
歴
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）

運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
自
転
車
の
安
全
利
用

町
で
は
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期

間
中
に
街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　

７
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
～

▽
実
施
場
所　

大
野
木
地
内
交
差
点
付
近

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）

交
通
安
全

街
頭
指
導
を
実
施

７月11日（金）

～20日（日）

夏
の交

通
安
全

県
民
運
動

平
成
2₁
年
度
採
用
予
定

度
会
町
職
員
を
募
集
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特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

中退共（中小企業退職金共済）制度は中小企業で働
く従業員のための外部積立型の国の退職金制度です。

中退共制度は・・・

●適格退職年金制度からの移行先
適年解約事業所の約半数が中退共制度に移行してい
ます。
●掛金の一部を国が助成
中退共制度に新しく加入する事業主に掛金月額の
１／２（従業員ごとに上限５, ０００円）を加入後４
か月目から１年間助成します。
●掛金は全額非課税
掛金は、法人企業の場合は損金、個人企業の場合は
必要経費となります。

●管理が簡単
従業員ごとの納付状況、退職金試算額などを事業主
にお知らせいたしますので、退職金の管理が簡単です。
●掛金以外の経費不要
事務手数料・管理費などは一切不要です。

詳しくはホームページをご覧ください。

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

▷問合先　（独）勤労者退職金共済機構中小企業退職
金共済事業本部
（☎０３－３４３６－０１５１）

中小企業の皆さま！
中退共で退職金のご準備を

中退共 検 索

町
で
は
、特
定
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
た
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）

対　

象　

者

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

①
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
法
律

上
の
夫
婦
。

②
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法

で
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
、
ま

た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に

診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
夫
婦
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は

双
方
が
町
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

④
夫
婦
の
前
年
（
１
月
か
ら
５
月

の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万

円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

⑤
県
の
指
定
医
療
機
関
に
て
、
特

定
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

⑥
申
請
日
の
属
す
る
年
度
内
に
す

で
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
ま
た
、
過
去
に
他
の
自
治

体
か
ら
助
成
を
受
け
た
年
度
の

合
計
が
５
年
を
超
え
て
い
な
い

こ
と
。

助　

成　

額

治
療
１
回
に
要
し
た
費
用
か
ら
、

県
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
金
を
差
し
引
き
、
10
万

円
を
限
度
に
助
成
。（
年
度
に
つ

き
１
回
、
通
算
５
年
）

申　

請　

方　

法

治
療
終
了
後
、
60
日
以
内
に
申

請
書
類
を
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
、
消
印
日
を
申
請
日
と
し
て

受
理
し
ま
す
）

申　

請　

書　

類

①
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申

請
書

②
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受

診
等
証
明
書

③
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
医
療

機
関
が
発
行
す
る
領
収
証
の
写

し
④
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
住
民
票
な
ど
）

⑤
夫
お
よ
び
妻
の
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書

▽
提
出
・
問
合
先

役
場
福
祉
保
健
課
保
健
係

（
☎
６
２
︱
１
１
１
２
）
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自衛官を募集します
▷問合先　防衛省	自衛隊伊勢地域事務所（TEL/FAX	23−3880）
　　　　　〒�16-0017　伊勢市神久 2− 1− �8　角屋ビル２階
　　　　　※度会町は、法定受託事務として、自衛官募集事務を行っています。

■一般曹候補生／２等陸・海・空士

募集種目 一般曹候補生
２等陸・海・空士

男子 女子

資　　格 18歳以上27歳未満の人 18歳以上27歳未満の人

受付期間 ８月１日～９月10日　※１ 年間を通じて募集　※１

試験期日 １次：９月20日
２次：10月９日～16日 受付時に告知※２ ９月28・29日

いずれか１日を指定

合格発表 １次：10月３日
最終：11月12日 試験時に告知※２ 11月14日

入　　隊 平成21年３月下旬～４月上旬 採用予定通知書にて告知 平成21年３月下旬～４月上旬

■航空学生／看護学生
募集種目 航空学生 看護学生

資　　格 高卒（見込含）21歳未満の人

受付期間 ８月１日～９月10日　※１ ９月８日～９月30日　※１

試験期日
１次：９月23日
２次：10月18日～23日
３次：11月15日～12月12日

１次：10月14日
２次：11月17・18日

合格発表
１次：10月９日
２次：11月　空６日　海10日
最終：平成21年１月23日

１次：11月６日
最終：平成21年１月９日

入　　隊 平成21年３月下旬～４月上旬

■防衛大学校学生／防衛医科大学校学生

募集種目
防衛大学校学生

防衛医科大学校学生
推薦試験 一般試験

資　　格
高卒（見込含）21歳未満の人
推薦については高等学校長の
推薦等が別途必要です

高卒（見込含）21歳未満の人 高卒（見込含）21歳未満の人

受付期間 ９月５日～９日　※１ ９月８日～30日　※１ ９月８日～30日　※１

試験期日 ９月27・28日 １次：11月15・16日
２次：12月16～20日

１次：11月１・２日
２次：12月３～５日

合格発表 11月12日 １次：12月10日
最終：平成21年２月17日

１次：11月25日
最終：平成21年２月13日

入　　隊 平成21年４月上旬
※１　平成21年３月、高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者の受け付けは、上記にかかわらず、
　　　文部科学・厚生労働両省から示された期日以降に実施します。
※２　平成21年３月、高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者の採用試験は、原則として、
　　　平成20年９月16日以降に行います。
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いきいきした８５歳をめざす　健康シリーズ ⑯

▷問合先
　役場福祉保健課

（☎６２−１１１２）

おなか周りについた内臓脂肪を落とすのは大変そうな気がします。でも、内臓脂肪は皮下脂肪に比べるとたま
りやすい反面、落としやすいという特性があります。運動によって血流が良くなると脂肪を分解する成分やホル
モンの働きが活発になるので、内臓脂肪が減りやすくなります。

【運動の効果】
運動は身体面だけでなく、精神面にも良い影響を与えます。

◦消費エネルギーが増えるので血糖値や中性脂肪値が下がる
◦インスリンの働きを良くする
◦血流が良くなるので血圧も下がる
◦筋肉の量が増えるので基礎代謝（何もしていない状態でも生命維持のために消　費するエネルギーのこと）が
高まる

◦体力がつくので疲れにくくなる
◦緊張がほぐれ、ストレス解消につながる
◦気分が明るくなる
運動もしなければならないと思うとストレスになるので、自分が楽しめる運動、やってみたい運動をしましょう。

【安全に運動を行うための注意点】
◦持病のある人、どこかに痛みのある人は主治医に相談してから行う
ようにしましょう

◦運動前には、自分の体調を確認し、体調が優れないときには中止し
ましょう

◦運動中もいつもと違って動悸がする、気分が悪いなどの症状が出た
時はすぐに中断し、必要に応じて病院で受診しましょう

【生活の中で活動量を増やすには】
◦近くへの買い物はなるべく自転車を使うようにする
◦掃除をまめにする（回数を増やす、拭き掃除や磨き掃除をするなど）
◦３階までならエレベーターやエスカレーターを使わないようにする
◦テレビやエアコンのリモコンは手元に置かない
◦子どもや孫と体を使った遊びをする
運動以外にも、自分の生活スタイルの中に取り入れられそうなもの、自分ができると思うものを何か探して始

めてみませんか？

次回は「特定健診を受けましょう」です。

『運動で内臓脂肪を
減らそう』

『運動で内臓脂肪を
減らそう』
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

◎保育所交流
５月２２日、私たち生徒会役員と交流文化部･２年総合学習の保育選択者合わせて３０人が、棚
橋保育所の園児たちと交流をしました。
交流会の司会を担当した私は、最初は緊張で“本当にこれで大丈夫なのか”という想いでいっぱ
いでしたが、園児たちと自己紹介を兼ねた「折り紙のメダル型名札」を作っているうちに、緊張も
次第にほぐれていきました。家庭部の部員に名札の折り方を教わっていたので、園児たちとも余裕
をもって交流することができました。司会としては緊張してしまって、あまりうまく進行できなく
て悔しい思いもしたのですが、園児たちと一緒に活動したり、話をしたりできたので、楽しい交流
会となりました。（前期生徒会執行部副会長　森本　卓）

◎壮　行　会
５月２９日、県総体に出場する陸上部・ソフトテニス部・柔道部・卓球部の壮行会が行われまし

た。この日のために生徒会役員・野球部・家庭部・交流文化部で応援団を結成し、放課後の時間を
使って練習を重ねてきました。
各クラブのユニフォームで入場した選手団を、全校生徒と応援団が拍手で迎え入れ、交流文化部

の演奏に合わせて校歌を斉唱しました。各クラブの代表数名ずつが試合に向けての意気込みを話し
たあと、校長・准校長から激励の言葉・応援団からのエール・生徒会長からの激励を受け、翌日か
らの試合で精一杯頑張ることを約束して、全校生徒の盛大な拍手の中、壮行会が幕を閉じました。

◎県総体での各クラブの活躍結果
５月３０日から６月１日まで、県総体が開催され、度会校舎からも多数の生徒が参加しました。

◎陸上競技部（三重県営陸上競技場）
〈男子〉円 盤 投　３位　南　星人（２年・文岡中出身）４２ｍ１５	 円 盤 投　８位　山本大紀（２年・港中出身）３７ｍ７５

ハンマー投　４位　山根勇人（３年・度会中出身）４９ｍ２５	 砲 丸 投　４位　山本大紀（２年・港中出身）１４ｍ０７
砲 丸 投　５位　南　星人（２年・文岡中出身）１３ｍ７８	 学校対抗フィールドの部　５位

〈女子〉円 盤 投　８位　西村理絵（１年・南島中出身）３０ｍ４４
※各種目６位までの選手は、６月２０日から２２日まで岐阜メモリアル陸上競技場で行われる東海総体に出場します。
◎柔道部（名張市武道交流会館いきいき）
〈女子〉個 人 戦　２位　長谷川安里（３年・度会中出身）
※６月２１日～２２日大垣市武道館で行われる東海総体に出場します。
☆東海総体への抱負☆
円 盤 投　南　　星人：全国大会に出場できるように頑張ります。
ハンマー投　山根　勇人：県総体の壮行会での約束通り、５０ｍを突破します。
砲 丸 投　山本　大紀：自己記録更新を目指します。
柔 　 道　長谷川安里：ベスト３を目指します。

◎ソフトテニス部（伊勢市営コート･三重高校）
５月３０日・３１日　個人戦男子・女子各１組が２回戦へ進む
６月１日　団体戦男子　南伊勢高０－３四日市工業高
団体戦女子　南伊勢高０－３木本高
試合には敗れましたが、１ゲーム奪取することもひとつの目標だったので、
その点では日々の成果が発揮でき思い出深い試合になりました。（男子キャプ
テン　川端秀弥）
私たちがペアを組んで初めて勝った試合が、この引退試合でした。そのとき
の感動は今も忘れられません。（女子キャプテン	山中美奈）
◎卓球部（三重県営総合競技場体育館）
５月３１日　１回戦　南伊勢高　１－３　皇學館高
同好会からクラブに昇格して初めての試合で、強豪相手によく善戦しました。
特に選手全員が一緒になって応援する様子は、見ていて気持ちの良いものでし
た。これからも一致団結して試合に臨むよう頑張ってもらいたいと思います。
（卓球部顧問　天白　清）

vol. 38

７月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
○ ○ ○ ○ ×

６ ７ 8 9 10 11 12
× ○ ○ ○ ○ × ×
13 14 15 16 17 18 19
× ○ × × × ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× × × ○ ○ × ×
27 28 29 30 31
× ○ ○ ○ ○

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご

了承ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに
開放しています。
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去る６月１日、度会町商工会女性
部（木本タ

ヱ子部長）部員１１人の皆さんは
、わたらい緑

清苑など町内７か所にベゴニア・日
々草・マリー

ゴールドを植えた花いっぱい運動
のプランター

を設置してくれました。
また、青年部（中井良幸部長）部

員１２人の

皆さんは、町内のカーブミラー清
掃や、女性部

とともに空き缶、空きビン、ペッ
トボトルの回

収を行ってくれました。
トラックいっぱいに集められた缶

・ビンは分

別した後に、町美化センターに運
ばれました。

ありがとうございました。

花いっぱい運動と
町内美化運動を実施花いっぱい運動と
町内美化運動を実施

PHOTO GALLERY

Nice day 
Nise shot フォト 

ギャラリー 

去る５月３１日、県ソフトボール協会主催の県小学生男子・女子大会が名張市夏見の市陸上競技場で行われ、女子大会では度会エンペラーズが見事優勝を果たしました。
決勝では、度会エンペラーズが初回に１点を入れるも、その後は息詰まる接戦。お互いチャンスを作るものの投手が踏ん張り、虎の子の１点を守りきり勝利をつかみました。度会エンペラーズは、８月に東京都で行われる全国大会に出場します。

去る６月１４日、中川第２運動場
と中川グラ

ウンドを会場に、第２０回度会町
スポーツ少年

団ソフトボール大会が開催されま
した。

大会結果
優　勝　一之瀬イーグルス

準優勝　中川スポーツ少年団

スポ少ソフトボール大会

一之瀬イーグルスが優勝
スポ少ソフトボール大会

一之瀬イーグルスが優勝
度会エンペラーズ

全国大会へ

度会エンペラーズ
全国大会へ
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去る６月１５日、長原保育所で、中村護さんら７名の長原区有志の皆さんが、植木の剪定や敷地内の草刈などを行ってくれました。
それぞれ手分けして手際よく作業を行ってくれました。
ありがとうございました。

去る５月２５日、小川郷体育館で
町体育協会

主催の第３５回度会町家庭婦人バ
レーボール大

会が開催されました。

大会結果
優　勝　ラブリー　　準優勝　ソ

フトリー

３　位　リバース　　４　位　マ
ミーズ

家庭婦人バレーボール大会
ラブリー優勝

家庭婦人バレーボール大会
ラブリー優勝

長原保育所で
有志の皆さんが奉仕活動

長原保育所で
有志の皆さんが奉仕活動

今年も夏が近づくにあたって、山本福枝さん（日向）から中之郷保育所の園児に、たくさんの布ぞうりが贈られました。
山本さんは「子どもたちは喜んでくれるかな」と思いながら、内職の合間に、子どもたちのために昔ながらのぞうりを作ってくれました。子どもたちは、すっかりぞうりがお気に入り。「ありがとう」と大きな声でお礼を言っていました。毎日ぞうりを履い

て元気に遊び回って
います。
ありがとうござい

ました。

布ぞうりをありがとう布ぞうりをありがとう

去る６月１日、度会中
学校グラウンドにおい

て、体育祭が開催され
ました。

高らかに選手宣誓が行
われた後、学年ごとの

全

員リレーや大縄跳び、
クラス対抗４００ｍリ

レー

などさまざまな種目に
よって競い合いました

。

一生懸命走る選手にそ
れを応援するクラスメ

イト、声を合わせて跳
ぶ大縄跳びなど生徒は

力

を合わせて一つになっ
て取り組んでいました

。

無限×旋風 ～大地を駆け抜けろ～

度会中学校体育祭を開催無限×旋風 ～大地を駆け抜けろ～

度会中学校体育祭を開催
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お知らせ 
INFORMATION 

7
July

町民の皆さんからご意見をお聞きし、町行政に反映さ
せたいと思いますので、ぜひご参加ください。
長原区
▶開催日時　８月３日（日） 午前９時～１１時
▶開催場所　長原公民館
坂井区
▶開催日時　８月３日（日） 午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　坂井区営農親睦センター
※公務により、やむを得ず予定を変更する場合がありま
すので、ご了承ください。
▶問 合 先　役場政策調整室（☎６２－２４２３）

町長との『ふれあいトーク』を開催

度会町食生活改善推進協議会では次のとおり料理教室
を開催します。ぜひ、ご参加ください。
地産地消料理教室
▶開催日時　７月１７日（木）

午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期限　７月１４日（月）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

料理教室を開催

お子さんに関する心配事などで悩んでいませんか。町
では『こども相談』を開催します。お気軽にお申込みく
ださい。
▶開催日時　７月３１日（木）
　　　　　　午前９時３０分～午後３時
▶申込期間　７月２２日（火）～２４日（木）
　　　　　　要予約　
▶開催場所　町保健センター
▶相 談 員　籠谷　博子　先生

（臨床心理士・元県児童相談所勤務）
▶対 象 者　乳幼児および小・中学生のお子さんとその

保護者
▶相談内容　育児・こころとからだ・言葉・不登校・落

ち着きがないなど
※相談内容の秘密は堅く守ります。
▶申込・問合先　町福祉保健課（☎６２－１１１２）

こども相談を開催

『いい歯の８０２０（はちまるにいまる）
コンクール』参加者募集

▶対 象 者　昭和３年１１月５日以前に生まれた人で、
２０本以上歯があり、全身的に健康な人

▶募集期限　９月５日（金）
▶応 募 先　お近くの歯科医院
▶問 合 先　県歯科医師会（☎０５９－２２７－６４８８）

または役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

中学生が日ごろ感じていることや考えていることを訴
えることにより、青少年が自分の生き方や社会との関わ
りを考え、青少年に対する県民の理解・関心を深めるこ
とを目的に開催されます。ぜひご来場ください。
▶開催日時　８月２４日（日） 午後１時～４時３０分
▶開催場所　伊勢市生涯学習センターいせトピア

多目的ホール
▶問 合 先　（財）三重こどもわかもの育成財団

（☎０５９８－２２－４９１１）

『第３０回少年の主張三重県大会』を開催

１１月の『児童虐待防止推進月間』の標語を募集します。
▶テ ー マ　児童虐待問題に関する国民一人ひとりの意

識啓発に資するにふさわしい標語
▶応募方法
・電子メール　caphyogo@pref.shiga.lg.jp までお寄せ
　　　　　　　ください。
・郵送（はがき）の場合
〒５２０－８５７
滋賀県子ども・青少年局児童虐待防止標語募集担当宛

▶応募締め切り　７月１１日（金）
※郵送の場合は、当日消印有効
▶問 合 先　厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐

待防止対策室（☎０３－５２５３－１１１１）

『児童虐待防止推進月間』の標語を募集
度会町商工会では、地域振興事業の一環として、「第

７回わたらい清流鮎釣り大会」を開催します。ぜひ、ご
参加ください。
▶開 催 日　７月２０日（日）
▶開催場所　度会町棚橋地内（度会小学校下）
▶参加資格　宮川漁協の入川券を有する方

（当日入川券購入可）
▶参 加 費　２, ０００円

　（オトリ２尾、弁当（おにぎり・お茶）付）
▶募集期限　７月１０日（木）
▶募集人数　３０名
※参加者１０名以下の場合は中止
▶申込・問合先　度会町商工会（☎６２－１３１３）

第７回わたらい清流鮎釣り大会参加者募集
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▶試験の種類　裁判所事務官採用Ⅲ種試験
（高等学校卒業程度）

▶受験資格　昭和６２年４月２日から平成３年４月１日
までに生まれた人

▶受付期間　７月１５日（火）～２３日（水）
※７月２３日消印有効。申込書は必ず簡易書留郵便また
は配達記録郵便で提出してください。
▶試 験 日
◦第１次試験　９月１４日（日）
◦第２次試験　１０月１４日（火）～２７日（月）
※口述試験受験票で指定する日
▶資料請求　受験案内および受験申込書を最寄りの裁判

所で配布
▶問 合 先　津地方裁判所事務局総務課人事第１係

（☎０５９－２２６－４８０５）

裁判所職員を募集

女性の能力活用や、仕事と家庭の両立支援などに積極
的に取り組む企業を表彰します。表彰基準など詳細は
ホームページに掲載していますのでご覧ください。
▶応募対象　県内に本店または主たる事業所があり、営

利を目的に経済活動を行う企業
▶応募方法　企業などからの自薦または労働者団体など

からの推薦。応募用紙に記入のうえ郵送な
どで提出。

▶募集期間　７月１日（火）～９月１日（月） ※必着
▶問 合 先　県生活・文化部勤労・雇用支援室（☎０５

９－２２４－２４５４、ホームページアド
レス http://www.oshigoto.pref.mie.jp）

男女がいきいきと働いている企業表彰の募集

学校、病院、工場、店舗など大勢の人が出入りし、勤
務するところには、消防法に基づき、防火管理の業務を
行う防火管理者を定めなければなりません。その防火管
理者の資格を取得するための講習会を次のとおり開催し
ます。
▶講 習 日　８月２６日（火）、２７日（水）
▶講習会場　皇學館大学伊勢学舎２号館３階講義室

２３１
▶資格要件　各種事業所などで、防火管理上必要な業務

を適切に行うことのできる管理的または監
督的な地位にある人

▶申込期間　７月２８日（月）～８月１９日（火）
▶受講定員　２５０人
※定員に達し次第締切
▶申 込 先　（財）県消防設備保守協会事務局または

（財）日本防火協会
▶講 習 料　６，０００円（テキスト代含む）
▶問 合 先　（財）県消防設備保守協会事務局

（☎０５９－２２６－８７２６）

甲種防火管理講習会を開催

　伊勢リサイクルプラザでは、小学生を対象に夏休み
親子リサイクル教室を開催します。
多数のご参加をお待ちしています。

夏休み親子リサイクル教室を開催

養殖研究所では当所の仕事を皆さんに知っていただく
ため一般公開を行います。
研究者による講演、研究内容のわかりやすい紹介のほ
か、宮川の生きものを中心としたタッチプール、海藻の
しおり作りなど楽しい企画も用意しております。ぜひ、
お越しください。
▶開催日時　８月２３日（土）　午前１０時～午後３時
▶開催場所　養殖研究所玉城庁舎（度会郡玉城町）
▶問 合 先　（独）水産総合研究センター養殖研究所業

務推進部（☎０５９９－６６－１８３０）

養殖研究所の一般公開を開催
▶開催時間　午前１０時～正午
※８月９日（土）のみ午前１０時～午後３時
▶申込方法　各教室とも電話にて受付
▶定 員　各教室１０組
▶申込期限　各教室とも開催日の一週間前

（定員になり次第締切）
▶受 講 料　無料
※８月９日（土）鍋帽子作りのみ２００円
▶申込・問合先　伊勢リサイクルプラザ運営委員会

　　事務局（☎３８－２８００）

夏休み親子リサイクル教室
受講日 教室名 用意するもの

７月26日（土） 夏休み自由研究のアドバイス 筆記用具

７月27日（日） EM の有効な活用方法
米のとぎ汁発酵液、ぼかしその他 －

８月２日（土） 紙すき（はがき作り）
天ぷらの廃油から石けんづくり

食用油の廃油を牛乳パックに
１／３（１リットル）

８月９日（土） 鍋帽子づくり（大人のみ） さいほう道具、ミシン、ウール地、
キルト地、綿代２００円

８月10日（日） 紙すき（はがき作り）
天ぷらの廃油から石けんづくり

食用油の廃油を牛乳パックに
１／３（１リットル）

８月23日（土） サンドブラスト コップ、空きビン

1� 広
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シリーズ 

今夜の夕食 今夜の夕食 

１歳６か月児
健 診

保　健　情　報 

●問い合わせは、役場福祉保健課（☎62−1112）まで●

８月２７日（水）
受付：午後０時３０分～
　　　０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１８年１２月・

平成１９年１月生まれ
のお子さん

※口座振替日は、７月２８日
（月）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

▶開催日時
７月１１日（金）・２５日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階 第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－２４
１３）または伊勢・度会地区障
害者相談支援センター『ブレス』
（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談

固 定 資 産 税　第２期

国民健康保険税　第３期

８月２７日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：◦　２か月児健診　平成２０年６月生まれのお子さん

◦　７か月児健診　平成２０年１月生まれのお子さん
◦１２か月児健診　平成１９年８月生まれのお子さん

育 児 相 談
（保健相談および栄養相談）

８月１日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までお子さん

乳 児 健 診

コレステロールや中性脂肪が血液中に多い
状態が長く続くと動脈硬化を進行させ、心筋
梗塞や脳梗塞を引き起こすこともあります。

今回は、コレステロールを下げるといわれ
ている背の青い魚や食物繊維の多い野菜をた
っぷり使った料理で、油を使わないのでとて
もヘルシーです。

度会町食生活改善推進協議会

高脂血症脂質異常症予防メニュー　焼きさばの南蛮漬け

❶玉ねぎは薄切り、人参はせん切りにする。ピーマン
は薄く切る。

❷赤唐辛子の小口切り、しょうゆ、みりん、酢、だし
汁を合わせて①を漬ける。

❸さばをそぎ切りにしてグリルで両面を焼き、熱いう
ちに②に入れ、ときどき裏返して１５分漬ける。

※グリルがない場合はフライパンにクッキングシート
を敷いて代用する。

材料（４人分）
玉ねぎ ８０ｇ
人参 ４０ｇ
ピーマン ２０ｇ
赤唐辛子 少々
しょうゆ 大さじ１と２分の１

みりん 大さじ１と２分の１
酢 小さじ４
だし汁 大さじ２と２分の１
さば 小４切れ

作
り
方

7月の町税
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おくやみ

おめでた 

５月中に届出のあった方 （敬称略）

	子の名前	 保護者名	 字名

新美　里
り

七
な

華
か

	 尙彦	 棚　橋

坂本　煌
こう

弥
や

	 仁輝	 大久保

坂元　悠
ゆ た か

孝	 利孝	 大野木

柳谷　和
か ず や

優	 剛	 上久具

北村　優
ゆ 　 ら

良	 拓也	 當　津

５月中に届出のあった方 （敬称略）

	 名　前	 年齢	 字名
八木　たつゑ	 ８０	 中之郷

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

▶問合先
総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター
（☎０５７０－０７－０１０１）

子育て支援情報 

地元産の新鮮な野菜
や新茶、花苗、手作り
お菓子などを販売して
います。

バザールわたらい産直市

▷開催日時　７月２０日（日）、８月３日（日）、８月１０日（日）
　　　　　　午前９時～１１時
▷開催場所　宮リバー度会パーク バザールわたらい
▷問 合 先　役場産業建設課（☎６２－２４１６）

●問い合わせは、町地域交流センター（☎63−0070）
　または役場福祉保健課（☎62−1112）まで●

遊・友・YOUくらぶ
８月５日（火）

《うさぎグループ》
８月６日（水）

《ひよこグループ》
時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町保健センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放
毎週火・金曜日
（７月１９日（土）から８月
３１日（日）まで休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

地区巡回広場わたぼうし
８月　４日（月）	町保健センター
８月　７日（木）	一之瀬公民館
８月１１日（月）	町保健センター
８月１８日（月）	町保健センター
８月２５日（月）	町保健センター
８月２８日（木）	麻加江生活改善センター
時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

創作活動室開放
（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日
時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

平成23年
７月24日までに
地上アナログテレビ
放送は終了します
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広報 わ
た
ら
い

伊勢女子高等学校特別進学コース３年生でソフト
ボール部に所属し、さきの『県高校総体』で優勝し
た高橋那々さん。
インターハイまでにしっかり調整してベスト４を

目標に頑張ります。

★なぜ今の高校へ	
強くて楽しくソフトボールができると聞いてい

たので伊勢女子高校を選びました。
★学校生活は

クラスが３年間変わらないので友情が深まり何
でも言える仲になって、とても楽しい学校生活を
送れています。
★クラブ活動は

あいさつから始まり、良い上下関係など人生の
基本も学んでいます。
★ソフトボールを始めるきっかけとその魅力は

小学校のとき、先輩たちがしているのを見て興
味を持ちました。団体競技であるので、チームメ
イトの大切さを学べるのが魅力です。
★県高校総体の感想は

ピッチングの調子があまり良くなかったので不
安だったけど、みんなが守ってくれたから１球１球
大切に投げることができました。日々の努力の大
切さやチームワークの大切さも実感できました。
★将来の夢は

はっきりまだわかりませんが、人の役に立ちた
いので、人を助けられるような仕事に就きたいで
す。
★度会町の好きなところは

山や川、緑がたくさんあり、自然豊かなところ
や、人とのふれあいが多く地域の皆さんが親切な
ところです。

今 月 の 表 紙

一
日
一
歩

度会町

町 の う ご き
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広
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ジ
で
も
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た
だ
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ま
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夜
、
ホ
タ
ル
が
き
れ
い
だ
と
聞
き
、
出
掛
け
て
み
る

と
、
水
田
や
水
路
、
そ
の
付
近
を
流
れ
る
川
辺
の
草
木

に
花
を
咲
か
せ
る
か
の
よ
う
に
発
光
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
お
届
け
で
き
る
ほ

ど
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ホ
タ
ル
は
成
長
期
が
長
く
て
も
10
日
間
程
度
と
短
い

生
涯
を
終
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
あ
の
光
に

感
動
す
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

上
久
具
、
大
野
木
を
は
じ
め
町
内
各
所
で
ホ
タ
ル
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
的
に
５
月
か
ら
７
月
が
見
ご

ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
自
身
の
目
で

観
賞
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人　口	 男　４, ４２６	（＋　５）	出生　　５
女　４, ７３９	（＋ ３）	死亡　 １
計　９, １６５	（＋ ８）	転入　１３

世帯数２, ７６６	（＋ ７）	転出　　９

平成２０年５月３１日現在
(　 ) 内は前月比

去る６月８日、役場庁舎前駐車場を会場に、町消防
団初任者教養訓練が開催され、新たに消防団員となっ
た７人が参加しました。

伊勢市消防署度会出張所職員と消防団幹部から、
ホース延長・収納、可搬消防ポンプの取扱い訓練など、
消防団員としての基本動作の指導を受けました。

訓練を受ける皆さんの表情は真剣そのもので、会場
には終始緊迫した空気が流れていました。

私たちを守ってくれる人々にあらためて感謝します。

高
た か

 橋
は し

　那
な

 々
な

 さん
（市 場）17歳◦O型

こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。

かがや 
びと

わたらい人人
No.
73輝け輝け

a Person of Shining Watarai 


